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Ⅰ．緒言 

 

2017 年に策定された第 3 期がん対策推進基本計

画でゲノム医療提供体制の構築が謳われ、個人のゲ

ノム情報に基づく precision medicine の実現を目

指し、国を挙げて動き出している。現在、我が国の

がん医療において、遺伝子情報に基づくがんの個別

化治療として、がん遺伝子検査とがんゲノムプロフ

ァイリング検査によるがんの診断や治療法の選択

が行われている 1）。この過程において、遺伝性腫瘍

の発症に関係する生殖細胞系列の病的バリアント

が偶発的に見つかる場合がある 2）。二次的所見とし

て遺伝性腫瘍関連遺伝子の病的バリアントがみつ

かることは、当該患者やその血縁者のがん治療・予

防に役立ち、それは予後改善、QOL 改善、医療費削

減につながる。一方で、生殖細胞系列の遺伝情報は、

生涯変化しない情報、将来を予測しうる情報、血縁

者も関与しうる情報である 3）ため、対象者には身体

的問題のみならず、心理的、社会的、倫理的な種々

の問題が生じ得る。 

一般にがんの約 10％は遺伝と関連しており、乳

がん、卵巣がんでも約 10％が遺伝性だといわれて

いる 4）。その中で最も多いものががん抑制遺伝子で

ある BRCA1、BRCA2 遺伝子の生まれつきのバリアン

トによるものである。この BRCA1/2 遺伝子に病的バ

リアントが認められることによっておこる遺伝性

乳がん卵巣がん症候群（BRCA1-and BRCA2-associa

ted hereditary breast and ovarian cancer : HB

OC）の特徴は、乳がん、卵巣がんの発症リスクが一

般集団に比べ高いこと、同側・対側乳がんの発症率

が高いこと、若年で発症すること、膵がんや前立腺

がん、黒色腫のリスクも高くなること、等である。

このバリアントは常染色体優性遺伝形式をとり、2

分の 1の確率で次世代に引き継がれる。 

HBOC と診断されると、関連がんの予防、早期発

見、治療のために、生活習慣の改善や、乳がん、卵

巣がん、前立腺がん等のマネジメントが重要とな 

る 5）。関連がんに対する計画的なサーベイランス、

化学予防、リスク低減手術等を選択し、長期にわた

ってマネジメントしていく必要がある 6）。リスクマ
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ネジメントの方法には複数の方法があり、それぞれ

不確実性や身体的、心理的、社会的苦痛を伴い、そ

の意思決定に困難が生じる。HBOC と診断された者

が、必要とされる健康管理を継続的に行いながら Q

OL を維持・向上できるよう、その意思決定のプロセ

スを看護師として支援していくことが求められる。 

国内の HBOC に関連する看護論文を医中誌 Web で

概観したところ、HBOC 関連の看護原著論文は 4 編

であった（2019 年 9 月確認）。そのうち HBOC と診

断された者やその家族を対象としたものは 2 編で、

うち 1編は HBOC女性が診断からリスク低減手術を

終えるまでの体験を明らかにしたもの 7）、1編は乳

がん患者のもつ遺伝医療へのニーズを明らかにし

たもの 8）であった。HBOC と診断された者の実態が

国内ではまだ十分に明らかにされていない状況と

いえる。そこで、今回、国外における HBOC に関す

る看護研究の動向、および HBOC のリスクマネジメ

ントにおける意思決定支援に関する看護研究の動

向を整理し、今後の研究の方向性について示唆を得

ることを目的として文献レビューを実施した。なお、

本稿では、HBOC のリスクマネジメントを、HBOC と

診断された後、サーベイランスやリスク低減手術、

薬剤の使用、日常生活の改善により関連がんの発症

予防、早期発見・対処をおこなうこととする。 

 

Ⅱ．方法 

 

1．HBOC に関する看護研究の動向について 

研究対象は、HBOC に関する国外看護研究論文で

ある。対象文献は次のように選定した。2019 年 12

月までに発表された論文を対象に、CINAHL、MEDLIN

E を用いて、一連の HBOC の診療の流れを網羅でき

るように、“HBOC”、“BRCA”、“genetic testing”、

“decision”、“communication”、“RRSO”、“RRM”、

“previvor”、“hereditary”、“nursing”を検索語

とし、英語、抄録ありに限定して検索した。重複を

除外した結果、114 編を抽出した。抄録を読み、研

究論文でないもの、HBOC が主題でないもの、看護に

直接関係しないものを除外した結果、57 編の看護

研究論文を抽出した。これらの研究の動向について、

発表年、研究デザインを整理した。また、研究主題

を、HBOC の診療の流れに沿って整理した。 

 

2．HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定支

援に関する看護研究の動向について 

研究対象は、HBOC のリスクマネジメントにおけ

る意思決定支援に関する国外看護研究論文である。

研究方法 1 で、HBOC の診療の流れに沿って整理し

た結果、“リスクマネジメントに関する看護”に分

類された論文のうち、明確に“意思決定”について

言及している論文を対象とした。この研究の動向に

ついて、発表年、国別、目的、研究デザイン、結果

を整理した。 

 

Ⅲ．結果 

 

1．HBOC に関する看護研究の動向 

1）発表年 

対象とした看護研究論文 57編の発表年は図 1 に

示す通りであった。2005年に初めて発表された後、

2008 年以降は毎年数編発表されていた。過去 5 年

では年間 6編前後で推移していた。 

図 1 発表年ごとの HBOC に関する看護研究論文数 
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2）研究デザイン 

対象とした 57 編の論文の研究デザインは、質的

研究が 32編（56%）、量的研究が 23編（40%）、ミッ

クスメソッドとアクションリサーチが各 1 編であ

った。量的研究のうち、2 編 9)10)はランダム化比較

試験（randomized controlled trial : RCT）が行

われていた。 

3）研究主題 

57編の論文の研究主題を HBOCの診療の流れを基

にして整理した（表 1）。現象を明らかにすることを

目的とした論文が 40編（70％）、看護支援方法の開

発を主目的としたものが 17 編（30％）であった。

テーマ別でみると、“リスクマネジメントに関する

看護”に関する論文が 14 編ともっとも多く、次い

で“遺伝カウンセリングに関する看護”12編、“プ

レバイバー（BRCA 遺伝子に病的バリアントがあり

関連がんを未発症の者）の認識・適応”11編、“fa

mily communication を促進する看護”8編、“遺伝

学的検査受検に関する看護”、“看護師の認識向上に

関するもの”が各 6編であった。 

“遺伝カウンセリングに関する看護”に関する研

究では、HBOC と診断された者、遺伝情報を共有し疾

患を共有するリスクをもつ家系員である at risk

の者、そして特定の人種集団の遺伝カウンセリング

に関する認識、遺伝カウンセリング時の支援方法、

at risk 女性に焦点を当てた研究が行われていた。

支援方法に関するものの中には、トレーニングを受

けた看護師が、卵巣がんに対する PARP 阻害薬使用

のための遺伝学的検査について説明をして同意を

得るという看護師の役割拡大について述べたも 

の 11）があった。 

“遺伝学的検査受検に関する看護”に関する研究

では、遺伝学的検査受検の意思決定やその支援に関

するもの、検査の結果、病的バリアントなし、ある

いは意義不明の変異（variants of unknown signi

ficance: VUS） が認められた者を対象とした研究

もなされていた。Hamilton, R.ら 12)や Bakos, A.D.

ら 13)は、BRCA1/2 の遺伝学的検査の結果、病的バリ

アントが認められなかった者の体験について、乳が

ん・卵巣がんの発症リスクが高くないことに安心す

るものの、病的バリアントを有する家族員とのコミ

ュニケーションをはじめ、専門職の介入が必要とな

るような心理・社会的問題を抱えていることを明ら

かにしていた。 

 “プレバイバーの認識・適応”については、プレ

バイバーのニードや、結婚観・挙児についての認識

などが明らかにされていた。プレバイバーの認識と

して、がんサバイバーとは異なる情報のニードがあ

ること 14）、がんを発症するかもしれないという絶え

間ない脅威にさらされ、子に受け継がれる可能性が

あることやリスク低減策に関する意思決定の困難

さが常にあること、医療体制充実の渇望 15）、遺伝情

報をパートナーや子にいつ開示するかという課題

があること、子どものいる者は子どものために生き

続けるという思いがあること、子どものいない者は

子どもをもつことに切迫性を感じること 16）などが

明らかにされていた。 

 “リスクマネジメントに関する看護”については、

リスクマネジメントの様相やその支援方法、リスク

低減卵管卵巣摘出術（risk reducing salpingo-oo

phorectomy: RRSO）後の健康管理、リスクマネジメ

ントに関する意思決定の様相とその支援方法など

が明らかにされていた。Visser,A.ら 10）は、HBOC の

サーベイランスの一環としての専門看護師による

乳房自己検診指導の有用性を RCT により示してい

た。 

 “Family communication を促進する看護”につ

いては、遺伝情報の family communication の様相、

家族計画に関すること、パートナーへの支援などが

研究されていた。Rowland, E.ら 17）は、親は BRCA

遺伝子に病的バリアントがあることで、子どもの将

来に恐怖感が引き起こり、その結果、子どもに対し

て予防的手術のリスクなど限られた情報のみを開
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示していることを述べていた。 

 “看護師の認識向上に関するもの”について、看

護師の HBOC に関する認識の現状やそれを向上する

ための方法について研究されていた。 

 

表 1 HBOC に関する国外看護研究の主題 

（ ）内は文献数 

 現象を明らかにするもの（40） ⽀援⽅法の開発（17） 
遺 伝 カ ウ ン セ リ ン
グに関する看護 

（12） 

at risk ⼥性のスクリーニング、遺伝サービス利⽤に影
響を及ぼす因⼦（1） 

 

at risk ⼥性の知識の現状（1） at risk ⼥性の知識向上のための⽅法の検討（2） 
遺伝カウンセリングや遺伝学的検査に対する認識（3） 遺伝カウンセリング時の⽀援⽅法の開発（5） 

遺 伝 学 的 検 査 受 検
に関する看護 （6） 

遺伝学的検査受検に関する意思決定の様相（1） 遺伝学的検査受検に関する意思決定⽀援⽅法の開発
（1） 

HBOC 家系で病的バリアントなしの⼈の体験・認識
（3） 

病的バリアントなし、VUS の⼈への⽀援⽅法の開発
（1） 

プ レ バ イ バ ー の 認
識・適応  （11） 

プレバイバーの適応のﾌﾟﾛｾｽ（4）  
プレバイバーの不確かさ（1） 
プレバイバーのニード（4） 
HBOC 若年⼥性の挙児・結婚観（2） 

リ ス ク マ ネ ジ メ ン
トに関する看護 

（14） 

リスクマネジメントの様相（2） リスクマネジメント⽀援⽅法の開発（1） 
RRSO 後の卵巣⽋落症状に対する健康管理（1）  
リスクマネジメントに関する意思決定の様相（4） リスクマネジメントに関する意思決定⽀援⽅法の開

発（2） 
RRM の意思決定の様相（2） 乳がんのリスクマネジメントに関する意思決定⽀援

⽅法の開発（1） 
RRSO の意思決定に際する不確かさ（1）  

Family communicat
ion を促進する看護
       （8） 

遺伝リスク情報の family communication の様相（1）  
情報の受け⼿の捉え⽅（2） 
がんリスクに関する family communication と意思決
定の様相（1） 

⼼理的適応・family communication・意思決定に関す
る⽀援⽅法の開発（1） 

 パートナーに対する⽀援⽅法の開発（1） 
家族計画に関する family communication の様相（2）  

看 護 師 の 認 識 向 上
に関するもの （6） 

看護師の HBOC に関する認識（4） 看護師の認識向上のための⽅法開発（2） 

 

2．HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定支

援に関する看護研究の動向 

HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定支

援に関する看護研究の動向について、結果 1 で“リ

スクマネジメントに関する看護”に分類された 14

編のうち、意思決定について明確に言及している論

文 10 編を対象として整理した。対象文献の概要を

表 2 に示す。 

1）研究の動向 

対象とした 10編の研究論文の発表年は、2010 年

1編、2012 年から 2015年が各 1編、2017 年 1編、

2018年と 2019年が各 2編だった。2017 年から意思

決定支援方法の開発に関する研究論文が発表され

るようになっていた。研究実施国をみると、10編中

8 編がアメリカ合衆国、カナダで実施されていた。

他、イギリス 1編、イスラエル 1編であった。研究

デザインは、質的研究 5編、量的研究 5編（うち 1

編は RCT）であった。 

2）研究の主題 

 リスクマネジメントにおける意思決定の様相を

主題としたものが 7編、意思決定支援方法の開発を

主題としたものが 3編であった。前者では、リスク

低減乳房切除術（risk reducing mastectomy: RR

M）に焦点を当てて意思決定の様相を明らかにした
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ものが 2 編 18）19）、RRSO に焦点をあてたものが 1 

編 20）あった。支援方法の開発を主題としたものに

は、RRMに特化したものが 1編 9）あり、RCTとして

実施されていた。関連がんである前立腺がんや生活

習慣に関することは取り上げられていなかった。 

3）HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定の

様相 

リスクマネジメントにおける意思決定の様相を、

対象論文の結果の類似性に従って整理した（表 3）。 

リスクマネジメントにおける意思決定の様相と

して、“BRCA 遺伝子に病的バリアントがあると聞い

た時の心理的な衝撃”、“自己のがん発症リスクの概

念化に影響を及ぼす家族歴”、“遺伝学的検査後に受

動的なリスクマネジメントを選択する傾向”、“リス

クマネジメントの意思決定に影響を及ぼす要因”、

“自己決定への責任の認識”、“医療提供体制への不

満足感”、“ピアの力の活用”が見いだされた。近し

い親族のがんの体験は、がん罹患に対する強い恐れ

として、遺伝学的検査で結果を聞いた時の心理、自

己のがん発症リスクの概念化、子どもへの思いなど

意思決定プロセス全般に影響を及ぼしていた。 

リスクマネジメントの意思決定に影響を及ぼす

要因には、個人的要因と状況的要因があった。個人

的要因として、年齢、妊孕性と母乳育児、ボディイ

メージの懸念、子どもへの影響、自身のがんの罹患、

意思決定に関与する好み、支援へのニード、リスク

低減対策の効果の程度の認識があった。状況的要因

として、パートナーや子どもといった重要他者との

関係、家族間のがんの記憶、信頼できる医療者の存

在、利用可能なサポート、文化があがっていた。リ

スクマネジメントにおける意思決定は、静的なもの

ではなく、時間の経過とともに異なる長所と短所が

あり、この長所・短所を比較検討して、個々の要因

と好みに基づいて選択を行う「決断の旅（The Dec

isional Journey）」であると Leonarczyk, T.J.ら

の研究参加者は説明していた 21）。また、これらの要

因が相互に複雑に作用して意思決定に至るとして

いた 19）22）。 

4）HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定支

援方法 

3編のうち 2編は、オタワ意思決定ガイドを基盤

としていた。 

Jabaley, T.ら 23）は、オタワ意思決定ガイドを基

にして、HBOC に必要なリスクマネジメントに関す

る意思決定を支える内容を一般患者にもわかりや

すくしたものを作成し、明快さ、有用性、包括性、

わかりやすさ、意思決定プロセスへの関連性につい

て専門家と当事者両者から高い評価を得ていた。M

etcalfe, K.A.ら 9）は、オタワ意思決定ガイドを基

に、乳がん予防に関する意思決定支援プログラムを

作成していた。RCTを実施した結果、介入群で、6か

月以降にがん関連の苦痛が有意に低下し、プログラ

ムの有用性が検証されていた。O’Neill, S.C.  

ら 24）は、ピアサポートのプログラムを作成し、当

事者の満足感を得ていた。 

 

Ⅳ．考察 

 

1．HBOC に関する看護研究の動向と今後の研究の方

向性 

HBOC に関する背景として、BRCA1 遺伝子の病的バ

リアントが乳がん、卵巣がんの発症に関与する 25）

ことが発表されたのが 1994年、1999年には米国で

患者団体 FORCEが設立された。そして 2013 年に女

優の Angelina Jolie が BRCA1 遺伝子に病的バリア

ントがありリスク低減手術を受けたことを発表 26)

し、HBOC がにわかに世間に認知されるようになっ

た。HBOC に関する看護研究論文は、原因遺伝子同定

の約10年後から発表され始めていた。2013年以降、

右肩上がりに発表数が増えているのは、HBOC が世

間から認知され始めたことも影響している可能性

がある。今後、HBOC 診療体制が全世界で整備されて

いくに伴い、看護研究論文も増えていくことが推察

される。 
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HBOC に関する研究における研究対象は、HBOC と

診断された関連がん既発症の者やプレバイバー、そ

の血縁者である at riskの者、遺伝学的検査で病的

バリアントが認められなかった者や VUS だった者、

パートナー、看護師と非常に多岐にわたっていた。

また、遺伝学的検査を考慮する段階から、遺伝カウ

ンセリング、遺伝学的検査受検、受検後の一生涯続

くリスクマネジメントと様々な時期の研究がなさ

れていた。HBOC は、若年で乳がんや卵巣がんに罹患

する傾向にあり、それは恋愛や結婚、挙児、就労、

進学といった一生涯のライフイベントに影響を及

ぼし得る 27）。また、遺伝性ゆえに血縁者にも影響が

及ぶ。そのため、対象の幅も広く、様々な時期、段

階の研究が必要となってくる。国内では、HBOC で R

RMを受ける者の体験 7）、乳がん患者の遺伝医療への

ニーズ 8)しか明らかになっていない現状にあるた

め、今後はより対象や時期の幅を広げ、国内におけ

る現象を明らかにし、それを基に看護について検討

していく必要がある。 

HBOC と診断された者だけではなく、その家系員

でありながらも病的バリアントがみつからなかっ

た者も複雑な心理状態にあることが明らかにされ

ていた。このような対象は、今後遺伝学的検査の受

検数増加に伴い増えてくることが考えられ、病的バ

リアントが認められた対象と並行して、VUSや病的

バリアントなしの者を対象とした研究も必要であ

る。 

 

2．HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定支

援に関する看護研究の動向と今後の研究の方向

性 

今回対象とした 10 編では、女性の乳がんに着目

した研究が多かった。HBOC の診療の流れでは、BRC

A遺伝子に病的バリアントが認められた者のリスク

マネジメントとして、乳がん、卵巣がん、前立腺が

ん、膵がん、生活習慣のマネジメントが挙げられて

いる 5）28）。今回の研究対象においては、卵巣がん予

防の RRSO を主題としたものはわずか 1編であり、

男性乳がんや前立腺がん、膵がん、生活習慣のマネ

ジメントに関する研究はなかった。患者の絶対数が

少ないことからこのような結果になったと考えら

れる。しかし、RRSO は HBOC の卵巣がんのリスクマ

ネジメントにおいて推奨されており 29）、今後 RRSO

を実施する者は確実に増えていく。国内でも卵巣が

んの視点からの研究が必要である。 

国内で HBOC と診断された者の体験について明ら

かにした唯一の看護研究論文（2020 年 10 月確認）

では、乳がん罹患を契機に HBOC と診断されリスク

低減手術を選択した女性の体験として「遺伝子検査

結果に抱いていた不安と期待が落胆へと変化する」

「自分のことよりもがんや遺伝による周囲への影

響を心配する」という体験が明らかになっていた 7）。

これは、今回の対象文献から見いだされた“BRCA 遺

伝子に病的バリアントがあると聞いた時の心理的

な衝撃”や、Hoskins, L.M.ら 30）が述べた“リスク

マネジメントに関する意思決定は、がんの診断や治

療が他者にどのような影響を及ぼすか懸念して、愛

する人に最も役立つと信じるものに基づいて選択

する”ということと一致する。しかし、国内ではリ

スクマネジメントに関する意思決定に焦点を当て

た看護研究論文はない。Kardosh, M.ら 18）はアラブ

文化とユダヤ文化では意思決定の様相に違いがあ

ったことを明らかにしていた。また、今回レビュー

した文献のほとんどは北米における研究であった。

文化による違いを考慮した時、リスクマネジメント

に関する意思決定において国内の当事者が経験す

る事柄は、今回対象とした論文の研究結果とは相違

があることが推察され、国内でその様相を明らかに

することが必要である。 

2020 年 4 月 1 日から BRCA1/2 遺伝学的検査、既

発症者の HBOC に関する遺伝カウンセリング、HBOC

に関連するリスク低減手術について一部保険適用

が拡大した。今後、遺伝学的検査を受検する者が増

え、HBOC と診断される者も増加していくことが考
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えられる。カウンセリング体制が十分に整備されて

いるとはいえない現状では、その後のリスクマネジ

メントや情報共有に困難をきたす可能性が考えら

れる。今回、リスクマネジメントの意思決定に家族

間のがんの記憶が影響を及ぼすという結果があっ

たように、遺伝性腫瘍では身近な家族のがん体験が

その後の保健行動の妨げになることもあり 31）、リス

クマネジメントにおける意思決定を困難にし得る。

また、リスク低減手術について、保険適用によりハ

ードルが低くなり、マネジメントの選択肢が増え、

意思決定に困難をきたす者が増える可能性がある。

今回明らかになった国外での意思決定の様相を手

掛かりに、日本国内でリスクマネジメントにおける

意思決定に際しての当事者の様相を明らかにし、そ

の支援を早急に検討していく必要がある。

 

表 2 HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定支援に関する看護研究の概要 

 著者 

（発表年） 
国 目 的 

研究 

デザイン 

意
思
決
定
の
様
相 

リスクマネジメントに

関する意思決定の様相 

Ａ Leonarczyk,

 T.J.（2015） 

アメリカ、 

カナダ 

プレバイバーのがんリスクマネジメントの意思決

定の経験を明らかにする。 

質的研究 

 

Ｂ Connors, L.

M.（2014） 

アメリカ BRCA1/2 遺伝学的検査を受けた女性の意思決定に

対する結果に影響したものを明らかにする。 

量的研究 

Ｃ Hoskins, L.

M.（2012） 

アメリカ 若年 HBOC 女性の人生に HBOC であることがどのよ

うに影響を及ぼすのか明らかにする。 

質的研究 

 

リスク低減対策に関す

る意思決定の様相 

Ｄ Machirori, 

M.（2019） 

イギリス 黒人および少数民族女性が知識と理解のもとにど

のようにリスク低減対策の意思決定をしていくの

か明らかにする。 

質的研究 

RRM の意思決定の様相 Ｅ Kardosh, M.

（2018） 

イスラエル リスク低減乳房切除後に知覚されたボディイメー

ジ、規範的期待、性別とリスク低減手術を受ける決

定との関係を、アラブ文化、ユダヤ人文化において

明らかにする。 

量的研究 

Ｆ McQuirter, 

M.（2010） 

カナダ 予防的乳房切除術を受けた、または受ける予定の B

RCA1/2 変異陽性女性の意思決定プロセスを明らか

にする。 

質的研究 

RRSO の意思決定に関す

る不確かさ 

Ｇ Cherry, C.

（2013） 

アメリカ BRCA1/2 遺伝子変異女性に対する個別性のある意

思決定アプローチ法開発のために、卵巣がんリス

クの認識、卵巣がんリスク低減オプションの理解、

リスク低減オプションに関連する意思決定のニー

ズを明らかにする。 

質的研究 

意
思
決
定
の
支
援
方
法 

リスクマネジメントに

関する意思決定支援方

法の開発 

Ｈ Jabaley, T.

（2019） 

アメリカ 共同意思決定を促進するための教育的で患者に焦

点を当てた意思決定支援法を開発・検証をおこな

うこと。 

量的研究 

Ｉ O'Neill, S.

C.（2018） 

アメリカ CDC の概説した系統的アプローチを活用した HBOC

若年女性への行動介入の適用について検証する。 

量的研究 

乳がんのリスクマネジ

メントに関する意思決

定支援方法の開発 

Ｊ Metcalfe, 

K.A.（2017） 

アメリカ BRCA 変異陽性で未発症女性の乳がん予防のための

意思決定支援法の効果を評価する。 

量的研究 

（RCT） 

 

表 3 HBOC のリスクマネジメントにおける意思決定の様相 

表中の（文献〇）は、表 2 の文献を示す 

HBOC のリスクマネ

ジメントにおける 

意思決定の様相 

結果の要約 文献の結果 

BRCA 遺伝子に病的

バリアントがある

と聞いた時の心理

的な衝撃 

BRCA遺伝子に病的バリ

アントがあると知った

時の大きな心理的衝撃 

・BRCA 遺伝学的検査結果陽性の診断時、個々の準備をしていても心理的衝撃が大き

かった（文献 A） 

・BRCA 遺伝子に病的バリアントがあると知った時、ショックを受けた（文献 C） 

・BRCA 遺伝子に病的バリアントがあるという結果は、以前罹患した時の苦痛を引き

起こす（文献 F） 



熊本大学医学部保健学科紀要第 17号（2021） 矢野朋実 他 

 

 63 

自己のがん発症リ

スクの概念化に影

響を及ぼす家族歴 

親族の乳がんまたは卵

巣がんの経験により、

がんを患うことの苦

痛、致命的、死ぬことへ

の恐れが顕在化する 

・家族歴により、がんを患うことは苦痛で致命的な経験（文献 C） 

・乳がんまたは卵巣がんの親族がおり、がんで死ぬことへの恐れがある（文献 F） 

がんの家族歴とその経

験から自身のリスクを

見積もる 

・直近の家族にがんが存在するか否かで自己のリスク認識が高まる（文献 C） 

・リスク情報を同化するのには過去の親しい女性親族のがん経験で目撃したものに

基づく（文献 C） 

・家族歴のない者は予防手術の必要性を疑問視する傾向にある（文献 G） 

遺伝学的検査直後

に受動的なリスク

マネジメントを選

択する傾向 

遺伝学的検査直後はス

クリーニングという受

動的な選択をする 

・遺伝学的検査直後は、受動的なリスクマネジメントを選択する傾向にある（文献 C） 

リスクマネジメン

トの意思決定に影

響を及ぼす個人的

要因と状況的要因 

 

＜個人的要因＞ 

年齢、妊孕性と母

乳育児、ボディイ

メージの懸念、子

どもへの影響、自

身のがんの罹患、

意思決定に関与す

る好み、支援への

ニード、リスク低

減対策の効果の程

度の認識 

 

＜状況的要因＞ 

重要他者との関

係、家族間のがん

の記憶、信頼でき

る医療者の存在、

利用可能なサポー

ト、文化 

 

＊これらの要因は

時間の経過ととも

に重みづけが変化

する 

 

＊これらの要因が

複雑に相互作用し

て現在の経験に意

味を付加し、意思

決定に至る 

リスクマネジメントに

おける意思決定は時間

の経過とともにその影

響要因の重みづけが変

わる 

・リスクマネジメントは決断の旅。生きていくにはがんリスクマネジメントを行うこ

とが大事。これは時間の経過とともに長所と短所があり、それらを比較して個々の

要因と好みに基づき選択していく（文献 A） 

過去、現在、未来のそれ

ぞれの要因の相互作用 

・過去の親族のがんの経験による感情や自身のがん罹患と今現在の要因、未来への思

いの影響を受け、要素が相互作用して現在の経験に意味を付加する（文献 F） 

個人的要因と状況的要

因との複雑な相互作用 

・個人的要因と状況的要因との間の複雑な相互作用が含まれる（文献 F） 

生物医学的・社会的・文

化的理由が混在した複

雑なもの 

・リスクマネジメント戦略の意思決定には生物医学的・社会的・個人的・文化的竜が

混在した複雑なものである（文献 D） 

・リスクの認識と将来の考えが密接に関連（文献 F） 

信頼できる医療専門家

からの推奨 

・信頼できる医療専門家からの推奨事項は意思決定の方向性を定める（文献 C） 

情報探索スタイルと意

思決定への関与の好み 

・医師の勧めの影響度は情報探索スタイルと意思決定への関与の好みに依存してい

た（文献 F） 

ボディイメージへの懸

念 

・ボディイメージをしっかりと持つこと、アラブ文化が予防切除を受ける意向が高か

った（文献 E） 

・ボディイメージとそれが心理的健康にどのように影響するかに基づいて予防切除

を受けるかどうか決める（文献 D） 

・RRSO が女性としての自身の感覚に及ぼす影響（文献 G） 

重要他者との関係 ・パートナーのサポートがボディイメージの懸念に関連する（文献 F） 

・パートナーからの支援が非常に重要（文献 E、F、G） 

・子どもに対する懸念ががんリスクの考え方やその管理に関する決定の中心的な要

素として語られた。またそれは、自身の母親のがんとの闘いの記憶と密接に関連し

ていた。多くの場合早期の外科的介入がとられた（文献 C） 

・家族への思いが意思決定には影響（文献 D） 

妊孕性、母乳育児 ・出産、子どもをもつこと、母乳育児、子どもへの影響、妊娠や授乳によりがんのリ

スクがたかまるのではないかという懸念（文献 C） 

自身のがん罹患 ・自身のがんの罹患が影響する（文献 B、F） 

BRCA遺伝学的検査で陽

性という結果 

・予防的乳房切除術を受けることを決めた時、遺伝学的検査結果が陽性であるかが重

要なポイントだった（文献 F） 

家族間のがん体験の記

憶 

・予防的乳房切除術を受けることを決めた時、乳がんの家族がいたかが重要なポイン

トとなっていた（文献 F） 

リスク低減オプション

の効果の認識 

・RRSO に関連するリスク低減の程度に確信が持てるかどうか（文献 G） 

がん罹患に対する強い

恐れ 

・がんを発症したくない、再発したくない、死にたくないという明確な意思（文献 F） 

・がん罹患の恐れとスクリーニングの不確実性（文献 G） 

・リスクレベルに見合った方策をとって生きたい（文献 C） 

自己決定への責任

の認識 

最終的に自分で選択を

したと認識する 

・RRM を受けるという決定は、家族や友人からの支援に大きく依存していたが最終的

には自分の決定だと認識する（文献 F） 

医療提供体制への

不満足感 

医療提供者の知識と経

験の欠如 

・医療提供者の知識と経験の欠如（文献 A） 

・医療者の情報は必ずしも信頼できるとは限らない（文献 G） 

・性的副作用は医療者から情報を得るのは難しい（文献 G） 

リソースの欠如・複雑

性 

・パンフレットや意思決定ツールなどのリソースの欠如（文献 A） 

・RRSO について複数の情報源がある（文献 G） 

ピアの力の活用 ピアの力の活用 ・孤独感を感じる中で、ピアグループの存在は強力（文献 A） 

・家族以外で他の人を知らない。仲間からリスク関連の情報を収集した（文献 C） 

・ピアから意見を聞くことに高い関心を持っていた（文献 G） 
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Ⅴ．結論 

 

国外における HBOC に関する看護研究について、

57 編の論文を対象としてその動向をみた。2008 年

以降毎年発表されており研究結果が蓄積され始め

ている段階であった。さまざまな時期や段階、対象

で現象が明らかにされていた。次に、HBOC のリスク

マネジメントにおける意思決定支援に関する国外

看護研究について、10 編の論文を対象に動向をみ

た。意思決定の様相を明らかにする研究、その支援

方法を開発する研究がここ数年で少しずつ行われ

るようになっていた。その多くが乳がんのリスクマ

ネジメントに焦点を当てたもので、北米で実施され

ていた。リスクマネジメントにおける意思決定の様

相として、“BRCA 遺伝子に病的バリアントがあると

聞いた時の心理的な衝撃”、“自己のがん発症リスク

の概念化に影響を及ぼす家族歴”、“遺伝学的検査後

に受動的なリスクマネジメントを選択する傾向”、

“リスクマネジメントの意思決定に影響を及ぼす

要因”、“自己決定への責任の認識”、“医療提供体制

への不満足感”、“ピアの力の活用”が明らかにされ

ていた。今後、日本国内において、HBOC の影響が及

び得るさまざまな時期や段階において対象がどの

ような体験をしているのか明らかにし、それを基に

看護支援方法を検討していく必要がある。特に HBO

Cのリスクマネジメントにおける意思決定において、

国外の研究結果を手掛かりにその様相を明らかに

し、看護支援方法を検討していくことが急務である。 
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